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I. 私の｢英語｣観
｢英語が使える日本人｣は無理
　中学校学習指導要領では、日本人全員が｢英語を
理解し，英語で表現できる実践的な運用能力1｣をも
つことを英語教育の目的としている。
　しかし、日本語が多数派の日本において、英語を
使う必要のある状況があるだろうか。在日外国人の
全員が英語が話せるわけではないし、話せてもこち
らから英語で交流する必要はない。
　また現在の学校英語教育では、英語に接触する時
間が少なく、ある年齢を超えてからの学習は、個人
によって到達度に際が生じるため2、全員が実践的
な英語運用能力を身につけることは難しい。

　それでも日本人全員が英語を学ぶ必要があるとす
れば、それはなぜなのか。私の答えの中で最も重要
視しているのが、
- どんな言語でも通用する普遍的コミュニケーショ
ン能力(＝自己表現と他者理解の素養) の養成
である。

社会変化と『インタラクション』
　社会が変化していく中で、家族・学校・会社・地
域などにおける人との接点が薄れてきている。子ど
も達を取り巻く｢新しい荒れ3｣(村山,1996:p.52)の発
端は、｢意味や感情をやりとり4｣(齋藤,2004:p.2)＝
コミュニケーションの能力の低下にあると考える。
　だからこそ、今の子ども達には他者と『インタラ
クション(=相互作用)』できる力が必要である。
　齋藤は｢コミュニケーションできるオープンな身
体を、英語を道具にして養う｣ことが出来るとして
いる(2004:p.106)。お互いの体が｢響き合い｣(齋藤,
2004:p.74)、双方に良い影響をもたらすことができ
るようになれば、感情をむき出したり、逆に閉じこ
もったりせず、他者と向き合えるようになる。学校
英語教育は、子ども達にこうした素養を身につけさ
せるために行われるべきなのだ。

II. ｢地域人材｣の今
｢地域人材｣という可能性
　昨今、教師ではない地域の人材を教師のサポー
ターとして登用していく動きが見られる。現に小学

校の外国語指導では、学級担任のサポート役とし
て、｢外国語に堪能な地域の人々の協力を得る｣こと
ができるようになっている。
　チーム・ティーチング(TT)、少人数・習熟度別、
ALT、小学校英語など、新しい英語教育の流れが進
むに連れ、現場の教師達の負担は増えていく。地域
人材は、教師の負担を和らげるだけでなく、教師数
確保と綿密な指導の実現という効果がある。
　さらに地域の人材が教育現場に入ることで、生徒
達はいつもの教師達とは違うフィルタで世界を見る
ことができる。これはインタラクションの機会を増
やすと共に多様性への気づきや国際理解に繋がる。

地域人材の不活用
　しかし、文部科学省の調査5によると、中学校英
語における地域人材の活用率は約0.7%ときわめて
少ない。小学校対象の調査6では、地域人材の活用
時間数はALTのそれと比較して、約1/4程度となっ
ている。
　地域人材の活用が小さい原因が、単に人材不足だ
とするならば、私はここで、大学生が｢地域人材｣と
して学校英語教育に積極的に関わっていくことを提
言したい。

III.大学生の現場参加
英語と接する大学生
　現在、多くの大学がコミュニカティブな英語教育
を盛んに行っている。個々のレベルの差はあれど、
多くの学生が英語を用いたディスカッション・プレ
ゼンテーションを経験している。
　また、大学生が中高で学んできた学校英語のスタ
イルは、教科書改訂が３～５年のスパンで行われる
ことを考えれば、現在のカリキュラムと大差はない
といえる。
　こう見ると、現在も英語使用の立場にありなが
ら、現行カリキュラムに近い形で学んでいた大学生
こそ、地域人材として適任といえる。さらに、大学
生は子ども達が持っていない刺激的な知的世界を子
ども達に見せることが期待される。
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等身大の｢大学生｣
　さて大学生は、教育実習生(子どもからすれば｢先
生｣)として、また｢先輩｣として教育現場に関わるこ
とができる。しかしこれらの関わり方は、子ども達
と大学生の間を分け隔ててしまう。
　重要なのは、大学生が等身大の｢大学生｣として子
ども達の中に入っていくことだ。
　先生や親・地域の大人よりも、子ども達と年齢・
目線の近い大学生の方が、子ども達とオープンにコ
ミュニケーションすることができる。まるで｢おに
いさん｣｢おねえさん｣として接することで、子ども
達も安心してコミュニケーションできる。大学生が
学校英語教育の外部人材に適する理由の２つ目が、
ここに存在するのだ。

私自身の現場参加
　私自身、大学生として教育現場に参加しているの
で紹介する。
　茨城県は毎年、中学生を対象とした英語の対話コ
ンテストを実施している。私は、自身の出身校から
の出場者を対象に、放課後の英会話指導をサポート
している。市内大会に向けた英会話の実践練習や表
現指導を行い、夏休みに入ってからも近隣学校との
合同練習のサポーターも務めている。
　実際に大学生として現場参加して、子ども達のコ
ミュニケーションに対する態度に変化が出たことが
肌で感じられた。出身校の教員からも、こうした参
画に対して好意的な評価を頂いている。

おわりに
　コミュニケーション能力がより問われる時代だか
らこそ、学校英語教育が果たすべき役割は大きい。
そして大学生という立場だからこそ子ども達に与え
る影響が存在する。この提言が、学校英語教育の現
場に新しい流れをつくることを願ってやまない。
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